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研究成果の概要： 
これまでの研究で、口くうガン細胞と正常細胞のあいだで違いが予想される調整分子を調べま

した。いくつかの調整分子が関わってくる場合には、それぞれの相互因子を調べてさらに他の

因子もあるかどうかを今後調べる予定です。 
 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2007 年度 1,900,000 0 1,900,000 

2008 年度 1,300,000 390,000 1,690,000 

年度  

年度  

  年度  

総 計 3,200,000 390,000 3,590,000 

 
 
研究分野： 
科研費の分科・細目：歯学・外科系歯学 
キーワード：頭頸部癌、動注化学療法、放射線療法、副作用 
 
１．研究開始当初の背景 
頭頸部癌に対する手術は、術後の機能障害が
著しく、患者のＱＯＬを著しく損なう結果と
なってしまう。そこで動注化学療法と放射線
療法の併用療法により手術回避を可能とし、
患者のＱＯＬ向上に寄与してきた。しかしこ
の治療法も副作用が皆無ではなく、治療後の
口腔乾燥や口内炎など解決しなければなら
ない副作用は少なくない。 
 
２．研究の目的 
この研究では放射線化学併用療法の副反応
を軽減し患者のＱＯＬを向上させることを

目的とし、抗がん剤投与のタイミングや放射
線照射のタイミングを生物学的に検討する
ことである。 
 
３．研究の方法 
正常細胞とがん細胞について推測される調
整分子の差異を mutation についてはシーク
エンスＰＣＲ，発現量の解析にはＲＴ−ＰＣ
Ｒ、ウエスタンブロットを用いて定量的に解
析する。これらの結果から目的を改善するこ
とが可能であるような標的とする分子を絞
り込む。 
 



４．研究成果 
上記方法を用いて p53, mdm2, caspase, 
IAPs, Cyclin, cyclin dependent kinase の解
析を行った。 
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